
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 2 部会「宗教研究』86巻 4輯 （2013年）

　

こ

う
し

た

時
間
計

測
モ

デ

ル

で

は
、

確
か
に

未
来
の

時

間
そ
れ

自
体

は
、

そ
の

未

来
の

出
来
事
が
認
識
さ
れ
得
な
い

と
い

う
限
り
に

於
い

て

計

測
さ
れ

得
な
い

。

そ
こ

で

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ヌ

ス

は
、

計

測
さ
れ
る
未
来
の

時

間
を、

我
々

に

よ

っ

て

予
測

さ
れ
た

未

来
の

出
来
事
の

印
象
に

求
め

る
。

と
い

う
の

も
我
々

は
、

「

我
々

の

未
来
の

諸
々

の

行
為
を

予
見
」

し
、

「

そ
の

予
見
は
」

ま
さ
に

我
々

の

前
に

「

現
前

す
る

も
の

で

あ
る
」

（
『

告

白
』

十
一

巻

十
八

章
二

三
）

か

ら

で

あ
る

。

『
告
白
』

は

こ

の

よ

う
な
予

見
が
ど
の

よ

う
に

し
て

為
さ
れ
る

か
に

つ

い

て
、

具
体
的
な
説
明
を
与
え

て

い

な
い

が
、

我
々

は

そ
れ
を
、

ほ

ぼ

同

時
期
に

執
筆
が

開

始
さ
れ

た

『

三

位
一

体
論
』

（
四
〇
〇

i
四
二

〇
年
頃）

の

内
に

見
出
す
こ

と

が
出
来

る
。

　
『

三

位
一

体

論
』

に

従
う
な

ら
ば
、

我
々

は

過

去
の

印
象
を
基
に
、

思

考
に

よ
っ

て、

未
だ

認
識
し
た

こ

と

の

な
い

未
来
の

出
来
事
の

印
象、

即

ち

想
像

物
（

魯
p

葺
塁
ヨ
薗）

を

得
る

。

こ

れ
に

よ
っ

て

我
々

は

未
来
の

時
間
を
も
計
測
す
る

こ

と

が
可
能
と

な
る
の

で

あ
る

。

し

か
し

こ

れ
ら
思

考
に

よ
り
形
成
さ
れ
た

未
来
の

印
象
は
、

過
去
の

印
象
を

素
材
と

し
て

用

い

る
限
り
で
、

記
憶
に

よ

つ

て

限

界
づ

け
ら
れ
て

お
り、

い

わ

ば

記
憶
の

延
長
と

し
て

在
る

。

こ

の

意
味
で

計
測
さ
れ
る
も
の

と

し

て

の

過
去
と

未

来
は
強
い

同

質
性
を

有
し

て

お

り、

印
象
の

次
元
で

は

両
者
の

非
対
称
性

は

捨
象
さ
れ
る

こ

と
に

な

る
の

で

あ
る

。

再
臨
運
動
と
ホ

ー

リ

ネ
ス
・

リ

バ

イ

バ

ル

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

黒
川
　
知
文

　

大
正

期

再
臨
運

動
の

直
後
に

ホ

ー

リ
ネ
ス
・

リ
バ

イ
バ

ル

が

展
開
し

た
。

こ

の

リ
バ

イ

バ

ル

は
ど

の

よ

う
な

宗
教
運
動
で

あ
っ

た

の

か
、

ま
た

再
臨
運
動
と
ど
の

よ

う
に

関
係
し
て

い

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

　

先
行
研
究
と
し

て

は

池
上

良
正
に

よ

る

宗
教
学
的
研

究
（
『
近

代
日

本

の

民
衆
キ
リ

ス

ト
教
』

東

北
大
学
出
版
会

、

二

〇
〇

六

年
）

と
ホ

ー

リ
ネ

ス

教
団
に

よ

る

詳
細
な
歴

史
的
研
究
（
『

日
本
ホ

ー

リ
ネ
ス

教
団

史
第
一

巻

『

ホ
ー

リ

ネ
ス

信

仰
の

形
成
』

ホ

ー

リ

ネ
ス

教

団
、

二

〇
］

○

年∀

が

あ
る

。

本
研
究
で

は、

ホ
ー

リ

ネ
ス

教
会
の

雑
誌
で

第
一

次
史
料
で

あ
る

『

聖

潔
之
友
』

を

中
心
に、

『

中
田
重
治
伝
』

（
米
田

勇
著、

福
音
宣
教
会、

一

九

七
九

年）

や
他

教
派
の

同

時
代
雑
誌

も

含
め

て

史
料
と

し

て

使
用

し、

歴
史
学
と
宗
教

学
（
神
学）

の

方

法
に

よ

り

分
析
す
る

。

　

大
正
期
リ
バ

イ
バ

ル

運

動
は、

再
臨
運
動
が
衰
退
・

転

換
期
に

お

ち

い

っ

た

直
後
に

開
始
さ
れ
た

。

す
な
わ
ち、

そ
れ
は

、

 
開

始
期
（
一

九
一

九

年
一
一

月）
、

 
展
開
期
（

同
年
一

二

月
ー
一

九
二

〇

年
一

月）
、

 
最

盛
期
（
一

九
二

〇
年
二

月
ー

八
月）
、

衰
退

期
（

一

九
二
一

年
九

月
以
降）

に

時
期
区
分
で

き
る

。

　
こ

の

リ

バ

イ
バ

ル

の

宗

教
運

動
と

し

て

の

性
格
は
、

第
一

に

「

語
る

人
」

と
「

聴
い

て

活
動
す
る

人
」

に
よ

る
説
教
運
動
で

あ
っ

た
こ

と
、

第

二

に

再
臨
の

前
提
と

し
て

の

聖
化
の

体
験
を
強
調
し
た
こ

と
、

第
三
に

宗

教
的
恍
惚
状
態
を
と

も
な

う
集
合
心
性
が
見
ら

れ
る

こ

と
、

が

挙
げ
ら

れ

る
。

　

リ
バ

イ

バ

ル

が
展
開
し
た

背
景
と

し
て

は
、

第
一

に

指
導
者
で

あ
る

中

田
重

治
の

カ

リ
ス

マ

的
指
導
が
あ
り、

特
に
直
前
に

お
い

て

リ

バ

イ
バ

ル

を

求
め
る

祈
疇
が
指
示
さ
れ

て

い

た

こ

と
、

第
二

に

聖
化

論
を
中
心
と

し

た

聖

書
教
育
が

徹
底
し

て

い

た

こ

と
、

第
三

に

ホ

ー

リ

ネ
ス

教
会
の

信
徒

の

自
由
な
信
仰
の．
証
詞
が

な

さ
れ

て

い

た
こ

と
、

が

挙
げ
ら
れ
る

。

　

時
代
背
景
と

し
て

は
、

日

本
は

第
一

次
世
界
大
戦
終
結
後
の

経
済
的
繁
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栄
の

時
期
に

な
る

。

貧
富
の

差
が

顕
在
化
す
る

が
、

一

応

平
和
な

時
期
で

あ
る

。

「

大
正
デ

モ

ク
ラ

シ

ー
」

と

呼
ば

れ、

国

民
と

多
く
の

キ

リ
ス

ト

教
会
は

、

政
治
運
動
や

社
会
運
動
に

積
極
的
に

参
加
し
て

い

た
。

し
か
し

聖
化
の

体
験
は
時

代
制
約
に

か
か
わ

り
な
く

、

あ
く
ま
で

も
個
人
の

宗
教

体
験
で

あ
る

。

し
た
が
っ

て

再
臨

運
動
と

は

異
な
り、

時
代
状
況
に
関
係

な
く
展
開
し
て

い

っ

た
と
考
え
ら
れ
る

。

中
田
重
治
も
政
治
運
動
に
参
加

し
な
い

よ

う
に
指
示
し
て

い

る
。

　
「

聖

く
な

け
れ
ば、

だ
れ

も
主
を

見
る

こ

と
が

で

き
ま
せ
ん
」

（

新
約
聖

書
ヘ

ブ
ル

書
一

二
・
一

四）

を
中
田
重
治
は
聖
化
の

体
験
を

し
て

イ
エ

ス

の

再
臨
に

備
え
る

事
の

根
拠
と

し
た

。

内
村
鑑
三

は
、

聖

化
の

教
理
は

な

い

た
め

に
リ

バ

イ

バ

ル

に
は

参
加
せ

ず、

東
京
聖
書
研
究
会
を

設
立
し
て

再
臨
運
動
の

あ
と
は

聖

書
研
究
に

集
中
し

た
。

リ

バ

イ
バ

ル

に

関
し

て

は
、

そ
の

到
来
を

歓
迎
し
て

は

い

る

が
「

狂
熱
的
」

で

は

な

く
「

冷
静
で

永
続
的
な
」

信
仰
復
興
に

な

る

こ

と

を
期
待
し
て

い

る
。

ま
た
リ

バ

イ

バ

ル

直
前
の

『

聖
潔
之
友
』

に

は
、

聖
化
の

教
理
だ

け
で

な
く
、

信
徒
の

救

い

と
聖

化
の

あ
か

し
、

諸
教
会
の

活
動
報
告
も
多
く
掲
載
さ
れ
る

よ

う
に

な

り
、

こ

れ

が

信
徒
が

運

動
を

促
進
す
る
契

機
に

な
っ

た
と

考

え
ら

れ

る
。

　
と
こ

ろ

で
、

リ

バ

イ
バ

ル

が

展
開
し
て

も
そ
の

時
期
に

お
い

て

受
洗
者

数
も
教

会
員
数
も

増
加
し

て

い

な
い

。

だ

が
、

直
後
で

あ
る
一

九
二

二

年

か
ら
著
し
く

増
加
し
一

九
三

〇

年
の

「

昭

和
の

リ
バ

イ
バ

ル
」

へ

と
つ

な

が
っ

た
。

こ

の

こ

と

か
ら、

大
正

期
リ
バ

イ
バ

ル

は
、

新
し
い

信
徒
の

獲

得
で
は
な
く
て

信

徒
と

教
役

者
の

信

仰
の

覚
醒
を

結
果
と
し、

そ
れ

が
一

九
二
一

年
か
ら
の

教
勢
の

顕

著
な
発

展
に

つ

な
が
っ

て

い

っ

た
と

考
え

ら

れ

る
。

　
今
後
の

研
究
課
題
と
し
て

は
、

 
ホ

ー

リ

ネ
ス

・

リ
バ

イ
バ

ル

の

他
教

派
へ

の

影
響、

 
他
宗
教
に

お

け
る

集
合
心
性
（

集
団
ヒ

ス

テ

リ
ー

）

と

の

比
較
研
究、

 
ユ

ダ
ヤ
人

問
題
と
の

関
係
（
中
田
は
す
で

に
一

九
一

九

年

＝
一
月
に
ユ

ダ
ヤ
人
の

救
い

の

た
め

に

祈
る

こ

と
を
唱
道
し
ユ

ダ
ヤ

祈

疇
団
を

設
立）

が
挙
げ
ら
れ
る

。

ユ

リ
ア

ヌ

ス

の
宗
教
観
と

宗
教
政
策
に

お

け
る

「

宗
教
の
公
益
性
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
中
西

　
恭

子

　
「

背
教
者
」

ユ

リ
ア

ヌ

ス

の

宗
教
政
策
は、

根

本
的
に

は
イ
ア

ン

ブ

リ

コ

ス

の

儀
礼
論
お
よ

び
ス

ト
ア

主

義
・

プ
ラ

ト
ン

主
義
の

哲
人
統
治
論
を

理
論
的
支
柱
と

し
て
、

帝
国
領
内
に

多
様
な
形
で

存
在
す
る

在
来
の

共

同

体
的
多
神
教
の

実
践
に

修
養
的

価
値
を
賦
与
す
る

こ

と
に

よ

っ

て

構
築
さ

れ
る

「

哲
人

祭
司
王

の

国
」

の

具
現

化
の

試

み
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

「

教
職
に
関

す
る

勅
令

6
も

§
娩

→

ミ
o

§
鴇
§
毳
」
°。

し。

如

三

六
二

年
六

月
一

七

日
公
布）

と

そ
の

附
則

qE

冨

霞
ρ

§．
 
一

〇
）

に

よ

っ

て

結

果

的
に

キ

リ
ス

ト
教
徒
を
修
辞
学
お
よ

び
哲
学
教
育
の

教
職
か

ら
排
除
し
た

こ

と

で
、

彼
の

宗
教
政
策
は

キ
リ
ス

ト
教
徒
側
か

ら
も
伝
統
的
多
神
教

徒

側
か
ら

も
悪
名
を

馳
せ
た

。

ナ
ジ
ア

ン

ゾ

ス

の

グ
レ

ゴ

リ
オ

ス

は

『

ユ

リ

ア

ヌ

ス

駁
論
』

第
一

弁
論
（
O
丶’
轟）

に

お
い

て
、

ユ

リ
ア

ヌ

ス

の

錯
誤

が
伝
統
的
多
神
教
の

側
に

哲
学
と

修
辞
学
の

精
華
を
信
仰
の

根
拠
と

し
て

独
占
さ

せ

る

点
に

あ
っ

た
こ

と

を
指
摘
し
て

い

る
。

し
か

し

ユ

リ

ア

ヌ

ス

は
、

何
ら
か
の

公
益

性
が

彼
の

宗
教
政
策
に

あ
る

こ

と
を

確
信
し
て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

彼
の

宗
教
観
と

宗
教
政
策
に

お

け
る

公

益
性

の

探
求
に

つ

い

て
、

修
養
を
め

ぐ
る

見
解
を

中
心
に
述
べ

た

い
。

　
ユ

リ

ア

ヌ

ス

は
「

教
職
に

関
す
る

勅
令
」

の

本
則
で

は
、

優
れ

た

資
質
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